
人口と世帯
9月1日現在( )内は対前年同月比

圃人口 135.026人 (+ 1.831人)
[うち外国人1.016人]

男 66.925人 (+893人)
女 68.101人 (+938人)

・世帯 53，469世帯(+1.337世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世務教を加えた数値です。
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早
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早
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救
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位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
が

ω月
t
目
ス
タ
ー
ト

• 

位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
と
は

年
々
増
加
す
る
携
帯
電
話
・

I
P

電
話

(0
5
0
で
始
ま
る
電
話
は
除

く
)
な
ど
か
ら
の
1
1
9
番
通
報
に

対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
、
位
置
情

報
通
知
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
叩
月
1

日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
電
話
の
音
声

通
報
と
併
せ
て
通
報
者
の
発
信
位
置

に
関
す
る
情
報
が
自
動
的
に
消
防
本

部
に
通
知
さ
れ
、
電
子
地
図
上
に
表

示

(
I
P
電
話
の
場
合
は
契
約
者
情

報
が
表
示
)
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
迅
速
で
確
実
に
通
報
者
の
位

置
が
確
認
で
き
ま
す

0

0
携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
、
第
3
世

代
と
呼
ば
れ
る
機
種
(
※
)
が
対
象

と
な
り
、
位
置
情
報
の
精
度
は
携
帯

電
話
の
機
能
に
よ
り
違
い
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
電
話
か
ら

の
通
報
で
あ
っ
て
も
、
「
1
8
4」

が
付
加
さ
れ
た
発
信
者
番
号
非
通
知

の
場
合
は
、
位
置
情
報
に
つ
い
て
消

防
本
部
に
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
第
3
世
代
の
機
種
に
つ
い
て
は
各

電
話
事
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

命
を
守
る
た
め
に
一
秒
で
も
早
く

写
星
野
順
一
郎

市
で
は
、
携
帯
篭
話
・

I
P
電

話
な
ど
か
ら
の
1
1
9
番
緊
急
通

報
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

特
に
屋
外
か
ら
の
通
報
で
居
場
所

を
十
分
に
説
明
で
き
な
い
時
な
ど

で
も
、
位
置
を
迅
速
に
把
握
し
早

期
に
救
急
・
消
火
・
救
助
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
先
日
行
っ
た
防
災
訓
練
で

は
、
市
民
に
よ
る
応
急
手
当
の
重

市
F 要

性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
我
孫
子
市
医
師
会
と
協
力

し
、
一
次
救
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

傷
病
者
が
発
生
し
た
時
は
、
早

い
通
報
、
早
い
応
急
手
当
、
早
い

救
急
処
置
、
早
い
救
命
医
療
が
必

要
で
す
。

市
は
今
後
も
、
人
が
多
く
集
ま

る
場
所
へ
の
A
E
D
設
燈
な
ど
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

実
に
操
作
で
き
ま
す
。

救
急
救
命
士
や
医
師
に
よ
る
治
療

が
行
わ
れ
る
ま
で
の
聞
に
、
現
場
に

居
合
わ
せ
た
人
が
1
分
1
秒
で
も
早

し
ん
ぱ

、
晶、ぜ

く
心
肺
蘇
生
法
を
行
い
A
E
D
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
命
が
助
か
る
確
率

は
格
段
に
高
く
な
り
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
関
係
機
関
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
A
E
D
を
適
切
に
使
用
で
き
る
よ

う
、
救
命
に
関
す
る
講
習
を
随
時
行

っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
な
ど
の
A
E
D
の
設
置

場
所
を
日
ご
ろ
か
ら
確
認
し
、
い
ざ

市
で
は
、
市
内
の
公
共
施
設
へ
の
に
決
定
し
、
ど
う
い
ろ
操
作
を
す
べ
と
い
う
と
き
は
、
皆
さ
ん
も
積
極
的

A
E
D
の
設
置
を
、
順
次
進
め
て
い
き
か
を
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
具
体
的
に
救
命
処
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
公
共
に
指
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す
る
仕
組
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に
な
っ
て
い
ま
圃
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防
課
宮
7
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簡
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携
帯
電
話
の
機
種
や
I
P電
話
の

契
約
に
よ
っ
て
は
、
位
置
情
報
が
確

認
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
口
頭
で
住
所
な

ど
の
通
報
位
置
や
目
印
と
な
る
目
標

物
を
伝
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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公
共
施
設
の

A
E
D
設
置
状
況

文化施霞

(5カ所)

小学技
(初年度に

全小学技
に整備)

行政施置
(11カ所)

-・2司亙玉置・
E司日~j清司.7[:tjI..J匝.

日時・集合場所 10月20日出、午前5時

我孫子町南口集合(パスで立川昭和記念公

園)、午後3時我張子献解散予定

定員 80人(定員になり次第締め切り)

費用 3000円(パス、昼食入場券代含む)

主催我孫子市スポーツ振興応援団

申し込み・圃申し込み用紙(商工会、市

役所市民謀総合窓口、市民体育館、各行

政サービスセンター・近隣センター、ア

ビスタに用意)に必要事項を明記し、郵

送またはファクスで10月5日必着で、〒

2?0・1121中峠1391fAX ?18?-0045伺今

井観光ft?188-O235ヘ

A今年の箱根駅伝の応援

。医療機関で受診する時

は、 「老人保健法医療受

給者証Jと一緒に必ず

「被保険者証Jと「健康

乎帳(※)Jを提示して
ください(写真上)。

※「健康手帳Jは介護支援諜で老人保健 〆 (変更)

法医療受給者証と一緒に突付します。 高}鈴受給者証

被保験者証

:t.._.，. 

10月1目から75歳になる方は
老人保健法医療制度が適用されます

市
で
は
、
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
の
通
報
を
迅
速
で
確
実
に
す
る

た
め
1
1
9
番
緊
急
通
報
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
叩

月
1
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
施
設
の
A
E
D
(自
動

体
外
式
除
細
劃
器
)
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市議会議員立候補予定者
説明会を開催

11月18日に予定している

我孫子市議会議員選挙の立候補

予定者説明会を開催しますので、

関係者は必ず出席してください。

なお、明るい選挙推進協議会

では当日、 Jレールを守りきれい
な選挙を行うため、説明会で立

候補予定者に宣言支の提出を要

請します。

日時 10月15日開午後2時

場所アビスタ

固選挙管理委員会事務局・内

線345

保険や社会保険などの保健医療制度の加入のままになります。

圏介護支援諜・内線414、415

・国民健康保険被保険者証の変更|こついて

国民健康保険被保険者証(退職)は、国民健康保険被保険者証

(一般)(こ変更となります。(一般)の場合は変更ありません。

回国保年金謀・肉親325、324、392

新たに?5歳になる方(昭和7年10月1日以降に生まれた

方)は、平成19年10月1日からは、老人保健法による医療制

度ガ酒用されます。対象者となられる方には申請書類を市から

郵送いたしますので、必要書類に記入のうえご返送ください。

なお、資格は誕生月の翌月の1日に適用となりますが、誕生

日が1日の方は誕生月より適用となります。
申請巴必要怠書類老人保健法による医療の受給資格取得届書

ほか、保険証の写し(社会保険の場合)

。老人保健法医療制度カモ適用されると、現行の高齢受給者証

(社会保険や国民憧康保険で発行)から老人保健法医療受給者

証を使用することになります。(写真参照)

O後期高齢者医療制度が始まる平成20年4月までは、国民健康

勝
部
裕
史
市
議
会
議
員
が
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
平
成
問

年
7
月
剖
日
を
も
っ
て
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

てしざめを実現の社会jレクイサ
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子
育
て
・
子
育
ち
の
連
続
講
演
会

は
、
平
成
四
年
度
人
権
啓
発
地
主
安

託
事
業
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

都
市
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
地

域
で
の
関
係
も
希
薄
に
な
り
、
家
庭

で
の
養
育
や
地
域
に
お
け
る
相
互
扶

助
が
低
下
し
、
子
ど
も
た
ち
の
虐
待
、

い
じ
め
、
非
行
、
不
登
校
な
ど
が
大

き
な
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
い
き
い
き
と
幸
福
に
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

親
や
大
人
、
地
域
、
学
校
、
市
が
そ

の
責
務
と
役
割
を
認
識
し
行
動
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

a司・-
~ã22日出
f子どもにとって大切なことって
何だろう?-子どもと大人の不思

議な関係-J講師・宮虞千賀子さ

ん(茨城大学人文学部道教授)

9 月扇8~同
I今の親気質と子どもたちの気持ちj

Iなぜ、 子どもたちはホンネをい

えないのかj講師・青木悦さん

(教育ジャーナリスト)

I現場からの報告~親の心理相践

を受けて-j報告者…遠藤美香さ

ん(子ども発達センター)

世E阜里国
I子どもたちの笑顔があふれるまち

に~さあはじめよう地域、 学校、市
ができることは-J講師…明石要ー

さん(千葉大学教育学部教授)

ti' 

『イフタロネ沙卜
関拐Z雲間鱈』

を使って、我孫子の
C02を漏らをう!

事第 1197号

「太陽光発電システムに補助j
市では、新たに住宅用太陽光発電シ

ステムを設置する方に、補助金を斐付

します。太陽光発電は地球温暖化の原

因の温室効果ガスを出さないクリーン

なエネルギーです。

・補曲金の額 太陽光発電モジューjレ

1 IくWあたり30.000円で最大4kw

.対象と足よる発電システム 未使用の

発電システム(余剰電力を電力会社に

販売)で、住宅(庖舗併用住宅を含

む)の上屋などに設遣するもの(中古

品は対象外)

・対象となる万 自ら居住する市内の

住宅に、発電システムをこれから設置

する方で平成20(2008)年3月19日ま

でに工事を完了し実績報告書を提出で

きる方(すでに設置済みの方、工事中

の方は対象になりません)

.受付期限 平成20(2008)年2月29

日(予算の枠を越えた場合は期間内で

も受け付けを終了)

※申請方法なと官しくは、手賀沼諜・

内線462ヘ。

市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら

し
を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
、
東
京

電
力
の
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
環
境
家
計
簿
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
家
計
簿

(
C
0
2
家
計
簿
)
は
、
家
庭
で
使

用
し
た
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
光
熱
費

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
記

録
す
る
も
の
で
、
家
庭
か
ら
出
る
地

球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
C
0
2ガ

ス
の
量
が
ひ
と
自
で
わ
か
り
ま
す
。

日
程
・
内
容
左
囲
み

時

間

午

後

1
時
部
分
か
ら
4
時

(
開
場
は
午
後
1
時
)

※
質
疑
応
答
時
間
を
含
み
ま
す
。

場
所
我
孫
子
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

(
叩
月
初
日
は
湖
北
地
区
公
民
館
)

対
象
・
定
員
子
育
て
・
子
育
ち
・

10月初百出

I子どもたちの危機をどう救うか~
虐待・いじめ問題とどう向きあい、

解決するか-J講師・尾木直樹さん

用
憲
す
る
も
の
光
熱
費
の
デ
1
タ

(
レ
シ
ー
ト
や
検
針
葉
)
パ
ソ
コ
ン

手
順
②
泉
京
電
力
の
T
E
P
O
R

E
サ
イ
ト

E
G
H
¥¥当
宅
看

-Z句
。

円

0
・の

O
B
¥の
O
N
E
E¥に
会
員
登

録
す
る
②
光
熱
費
デ
1
タ
入
力

(
団
体
I
D
は
曲

σ符
oと
入
力
)
③

C
0
2
量
を
確
認
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
い
方
を
見
直
す

※
入
力
労
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ

l
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

圃
手
賀
沼
謀
・
内
線
4
6
2

教
育
・
保
育
に
関
わ
る
方
、
関
心
の

あ
る
方
、
各
目
先
着
1
0
0
人
(
叩

月
初
日
は
先
着
2
5
0
人
)

参
加
費
無
料

※
叩
月
初
日
の
み
、
手
話
通
訳
と
託

児

(
2
歳
以
上
修
学
未
満
児
)
が
あ

り
ま
す
。
託
児
希
望
は
、
日
月
ロ
日

ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

主
催
我
孫
子
市
、
我
諜
子
市
教
育

委
員
会
(
協
賛
:
・
柏
人
権
啓
発
活
動

地
域
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
)

圃
生
活
文
据
課
・
内
線
3
7
7

一鴎
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
一

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
控
、

教
育
評
輪
家
、
臨
床
教
育
研
究
所
「虹
」
所長、

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
客
員
教
授

人権に関する相談会を
'2)'2)~諺で開催

一
唱ノ'-t¥
q珂:-~r、P/

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る

市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
現
在
6
人。

市
民
の
皆
さ
ん
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
相
談
や
人
権
問
題
解
決
の
た
め
の

啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す。日
時

・
内
容
叩
月
4
日
同

。
第
1
部

午
前
日
時
初
分
か
ら
正

午
:
・
ピ
デ
オ
上
映
「
人
権
つ
て
な
ん

だ
ろ
、
つ
」
こ
れ
も
人
権
;
な
の
?

。
第
2
部

午
後
0
時
日
分
か
ら
2

時
:
市
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
「
相

談
コ
ー
ナ
ー
」

(
1
階
図
書
室
)

午
後
1
時
か
ら
1
時
却
分
・
・
・
法
務
局

職
員
の
お
話
「
成
年
後
見
制
度
な
ど

に
つ
い
て
」

(
2階
和
室
)

場
所
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
つ
つ
じ

荘
(
中
峠
2
6
0
7
)

※
湖
北
駅
か
ら
送
迎
パ
ス
を
運
行
。

運
行
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
つ
つ
じ

荘
宮
7
1
8
8
・
0
1
2
3
へ。

申
し
込
み
不
要
(
参
加
無
料
)

主
催
柏
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、

千
葉
地
方
法
務
局
柏
支
局

圃
生
活
支
援
課
・
内
線
3
7
7

飽
叡
聞
が
ゐ
翁
診

夏
診
す
る
に
は
受
診
努
が
必
要
で
す

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
に
よ
る
結

核
・
肺
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

職
場
な
ど
で
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
こ
の
機
会
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

受
診
日

・
場

所

叩

月
1
日
開
・
日

日
開
:
・
鳥
の
樺
物
館
、

2
日

ω:・我

孫
子
第
四
小
学
校
、

3
日
制
:
・根
戸

近
隣
セ
ン
タ
ー
、

4
日
同
;
布
佐
市

民
セ
ン
タ
ー
、
日
日
制
:
・
根
戸
小
学

校
、
日
日
同
:
・
湖
北
地
区
公
民
館
、

ロ
白
幽
・
四
日
働

-n日
開
:
・
保
健

セ
ン
タ
ー
、
日
日

ω:・
布
佐
南
小
学

校
、
ロ
日
制
:
・
天
王
台
北
近
隣
セ
ン

タ
ー
、
同
日
同
:
・
並
木
小
学
校

受
付
時
間
午
前
9
時
初
分
か
ら
日

時
却
分
、
午
後
1
時
か
ら

3
時

※
午
前
中
は
比
較
的
混
雑
し
ま
す
。

対
象

・
費
用
①
結
核
・
肺
が
ん
検

。

診
:
・
臼
蔵
以
上
(
無
料
)
②
肺
が

ん
検
診
:
・
紛
歳
か
ら
臼
歳
(
自
己
負

担
2
0
0
円
)
。
い
ず
れ
も
市
内
に

住
民
・
外
国
人
登
録
し
て
い
る
方
。

※

ω歳
以
上
の
喫
煙
者
で
、
か
く
燃

細
胞
診
検
査
を
希
望
す
る
方
は
、
自

己
負
担
7
0
0
円
で
同
時
に
受
診
で

き
ま
す
。

※
次
の
方
は
無
料
。
①
「
高
齢
受
給

者
証
」
か
「
老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
証
」
を
お
持
ち
の
方
②
生
活
保

護
世
帯
の
方
③
世
帯
全
員
が
市
県

民
税
非
課
税
の
方
。
た
だ
し
③
の
方

は
受
診
日
の
7
目
前
ま
で
に
健
康
づ

く
り
支
援
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
病
院
な
ど
で
治
療
中
ま
た
は
検
査

中
、
妊
娠
中
や
そ
の
可
能
性
の
あ
る

方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

受
診
券
を
郵
送
し
ま
す

次
の
方
に
9
月
初
日
ご
ろ
に
受
診

券
を
発
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
市
・

県
民
税
玄
荘
の
給
料
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
る
方
(
特
別
椴
収
者
)
を

除
き
ま
す
。

①
、
準
玄
3
年
以
内
に
、
こ
の
検
診
を

1
度
で
も
見
参
さ
れ
た
方

②
今
年
度
中
に
mw
歳
に
な
る
方
(
昭

和
必
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
必
年
3

月
白
日
に
生
ま
れ
た
方
)

③
今
年
度
中
に
臼
歳
に
な
る
方
(
昭

和
げ
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
四
年
3

月
幻
自
に
生
ま
れ
た
方
)

④
平
成
四
年
9
月
1
日
か
ら
平
成
四

年
8
月
白
日
の
聞
に
他
市
か
ら
転
入

さ
れ
た
方

※
郵
送
対
象
者
以
外
で
受
診
を
希
望

す
る
方
は
、
受
診
日
の
7
目
前
ま
で

に
健
康
づ
く
り
支
援
謀
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

圃
健
康
づ
く
り
支
援
課
程
7
1
8

5
・
1
1
2
6

IJ¥・中・高鮫生!と
ボラシティ?鍬験を!
隻入れ団体や施援を薯集

学級支援員の登録を要け付け

申し込み・国電話またはファクス、

Eメーjレのいずれかで、氏名(団体・

施設名)、電話番号を明示し、 10月

1日までに市民活動支援諜c7185・1

467開7185-5777Eメ-)[Jsh iminlくa
tsudou@citY.abilくo.chiba.jpヘ
※申し込み後情報記入シートをお送り

します。

市では、小-中・高校生が気軽にボ

ランティア体験カ?できるよう、ボラン

ティアの受け入れをしていただける市

民活動団体や施設を募集します。

募集後は、体験できる市民活動団体

や施設の情報をまとめた情報紙を10
月中旬までに作成し、市内の小中学校

や高校、公共施設て官布します。

対象期間 10月下旬から3月

市教育研究所では、市内の小・中学校に在籍している特別な支援を必要とする児

童・生徒の学習環境を整えるために学校に1槌する「学級支援員Jの登録を行います。
任周期間学期ごとの任用(夏季休業、冬季休業、学年末・学年始め休業は任用外)

動務時間 月曜日から金曜日の午前8時から午後5閉までの内5時間45分

蹴地市内小-中学校の通常学組または特別支援学級

勤務内容学校生活で困難が生ずる児童生徒の支援を行う

対象 教育の仕事に意欲のある25歳から55歳位までの健康な方
賃金 時給950円(通勤手当別途支給、有給休暇制度あり、労災保険適用)

申し込み・圃臨時職員登録書lこJ海事項を記入し、教育研究所ヘ提出

※臨時職員登録蓄は、直接教育研究所に取りに来ていただくか、電話・ファクス .E
メーjレのいずれかで、我課子市教育研究所〒270・1132我孫子市湖北台4の3の1湖北台

東小学校内c7187・4600間7187-4611Eメール|くyouilくuken@city.abilくo.chiba.jpヘ

請求して下さい。

市役所の代表電話番号n7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp。 は fあぴこ楽校Jの事業です。
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ヨ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
叩
月
6
日
開
催

人
を
つ
な
ぐ

思
い
を
つ
怠
ぐ

地
域
を
創
る

--
「
コ
ミ
A

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
、

身
の
回
り
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
市
民
自
ら
が
地
域
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
や
物
を
提
供
す
る
事
業
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
何
か
」
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
ま
す。

パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン・

対
話
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
展
示

日

時

叩
月
6
日
帥
午
後
1
時
却
分

か
ら
4
時
初
分
、
受
付
午
後
1
時

場
所

け
や
き
プ
ラ
ザ

・
ふ
れ
あ
い

ホ
1
ル
、
駐
車
場
有
り
(
有
料
)

。
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
:
・
県
内
で
魅

力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
し
て
い
る
方
々
に
、
そ
れ
ぞ
れ

t1 怠

介護予防サボーター
養成講座

参加者を募集

加 対 ン方や閉能 内日
で 象 テ々技じ 、容時
き ・イ に術こ食
、定 ア普をも生介 場

受員の及学り活警 所
講養し吋 ? 
後会成て u- ど口守防 下
寓日講い )腔j(表

程座く地のケ連 参
でにでボ域知ア動 照
介参 す ラ の 識、機

V養成講座の日程表

日時

の

「
つ
な
ぐ
」
を
諾
っ
て
い
た
だ
き

ま
す。

O
パ
ネ
リ
ス
ト
:
・
鈴
木
賢
こ

さ
ん
(
側
と
み
う
ら
枇
め
倶
楽
部
業

務
部
長
)
、
山
田
晴
子
さ
ん

(N
P

O
法
人
ち
ぱ
M
D
エ
コ
ネ
ッ
ト
理
事

長
)
、
橋
田
隆
明
さ
ん

(N
P
O
法

ほ
う
@
ん

人
エ
コ
平
板

・
防
塵
マ
ス
ク
支
援
協

会
副
理
事
長

)
O
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

!
:
関
本
征
四
郎
さ
ん

(N
P
O
法

人
A
C
O
B
A
代
表
理
事
)

。
対
話
セ
ッ
シ
ョ
ン
:
参
加
者
と
パ

ネ
リ
ス
ト、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

語
り
合
う
気
軽
な
セ
ッ
シ
ョ
ン

{昼
貝

先

着
的
人

参
加
費

5
0
0
円

。
展
示
:
見
て
わ
か
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
(
資
料
な
ど
の
展
示
)

議
予
防
サ
ボ

1
タ
ー
と
し
て
、
高
齢

者
団
体
な
ど
で
の
介
護
予
防
知
識
の

普
及
(
特
に
運
動
)
の
支
援
活
動
が

で
き
る
方
、
初
人

参
加
費

無
料
(
昼
食
代
、
移
動
費

所

保健センター

障害者福祉
センター

場

消防署
大会接室

9:30-
12 :∞ 

9 : 30-
12 :∞ 

13 :∞~ 
16 :∞ 

14 :∞~ 
16 :∞ 

10月16日制

10月23日制

申
し
込
み
・
圃

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
1
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名
、

連
絡
先
を
明
示
し
、
市
民
活
動
支
援

謀
宮
7
1
8
5
・
1
4
6
7
m
7
1

8
5
・
5
7
7
7
E
メ
I
ル日

E
B

-ロ
w
m仲
ω己
仏
O
C
Q
w
n
-け
出
、

.ωσ
-
W0・n

E
σm-苛
へ
(
当
日
受
付
可
)

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

全
国
汀
実
践
キ
ャ
ラ
バ
ン

日
時

・
場

所

叩

月
6
日

ω午
前
日

時
初
分
か
ら
午
後
5
時
初
分
、
け
や

き
プ
ラ
ザ
前
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場

内
容

最
新
汀
技
術
の
展
示
や

η
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

(
当
日
見
存
)

※
詳
し
く
は、

市
の
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
市
民
活
動
支
援
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

{昼
貝
セ
ミ
ナ
ー
は
各
回
却
人

主
催

我
孫
子
市
、

N
P
O
法
人
A

C
O
B
A
 

圃

市
民
活
動
支
援
謀
宮
7
1
8
5

.
1
4
6
7
 

用
は
実
費
)

申
し
込
み
・
固

電
話
で
9
月
お
日

ま
で
介
護
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

(
西
別
館
3
階
)
宮
7
1
8

5
・
1
1
1
2

市設所酉別
館4陣

9: 30-
12 :∞ 

13 :∞~ 
16 :∞ 

11月13日同

(財)電力中央研究所を公開

体験しよう

地球と環境の不思議

日
時
・
場
所

9
月
却
日
出
午
前
日

時
か
ら
午
後
4
時
、
側
電
力
中
央
研

究
所
構
内
(
雨
天
実
施
)

※
我
孫
子
駅
北
口
か
ら
無
料
送
迎
パ

ス
を
運
行
。
駐
車
場
な
し
。

内
容
下
表
参
照

企画

i螺と断層の謎にせまる!
~活断層研究のあゆみ~
地震に強い建物を作ってみよ
う!

変電所ってどんなとこ?

ペットボトルで水カ発電

水と粘土でつくる科学おもちゃ

地球を丸ごと見てみよう
~球面ディスプレイで見る地 16電中研紹介コーナー
琢の姿~

スーパーポールをつくろう!

外固から来た生き物どーれだ!

磁石手裏剣で的当て大会!

風を作る工場
10 '"乱流鎗送モデリング風洞~

の見学

参
加
費

無
料

※
申
し
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ
。

阻

側
電
力
中
央
研
究
所
研
究
所
公

開
事
務
局
宮
7
1
8
2
・
1
1
8
l

内容

11ペットボトル顕徴鏡でミクロ
の世界を観察

水中写真家・中村征夫さんの
12 

講演会「海からのメッセージJ
13クイズラリー

14生け花展 (草月流)

15我孫子で歩んで…50年

V企画内容

2 

円
。

泊
且
『

ro

高
速
道
路
料
金
割
引

社
会
実
験
の
お
知
ら
せ

国
土
究
通
省
で
は
、
高
速
道
路
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
有
効
利
用
の

た
め
、
一
部
利
用
料
金
を
割
引
す
る

社
会
実
験
を
行
い
ま
す。

①
実
施
場
所

・
内
容

浮
島
に

・
首

都
高
速
道
路
1
東
関
東
進

・
新
空
港

道
(
宮
阜
、
成
田
、
大
栄
、
佐
原
香

取
、
潮
来
、
新
空
港
)
、
千
葉
東
金

道
路
(
山
武
成
策
、
松
尾
想
之
)
の

配
聞
の
料
金
を
「
湾
岸
ル

1
ト
料
金

+
5
0
0
円
程
度
」
に
割
引
き
ま
す

(
終
日
割
引
)

実
施
期
間

9
月
お
日

ωか
ら
日
月

お
日
側

例

浮
島
E
S新
空
港
に・

:
4
8
2

0
円
↓
2
8
5
0
円

②
実
施
場
所
・
内
容

房
総
地
域
の

「時
間
帯
割
引
」:・
富
津
館
山
道
路
、

闇
央
道
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
連

絡
道

「通
勤
割
引
5
割
引
」

(
午
前

6
時
か
ら
9
時
、
午
後
5
時
か
ら
8

時
)
、
官
闘
樟
館
山
道
路
、
闇
央
道

「深
夜
割
引
3
割
引
」

(
午
前
0
時

か
ら
午
前
4
時
)

実
施
期
間
山
月
mm
日
開
か
ら
実
験

終
了
日
(
未
定
)

※
詳
し
く
は
実
施
機
関
の
ホ
I
ム
ペ

ー
ジ
Y
Aい仲
間

U
H
¥
¥
電
電
話
-
仏
江
〈
O
℃

E

N
釦・

8
5
¥仏
匂
¥
明
、吋
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

実
施
機
関
・
阻

N
E
X
C
O
東
日

本
お
客
様
セ
ン
タ
ー

;
ナ
ピ
ダ
イ
ヤ

ル
告
0
5
7
0
・
0
2
4
・
0
2
4

(
M時
間
受
け
付
け
)
、
P
H
S
-

I
P
電
話
宮

ω
・
5
3
3
8
・
7
5

2
4
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旨♀易委
主なミ答
迄~ Q 場
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会59宮
さもQ.'j;.

U;Ri主
E;乙。o " 
門戸 は;

17東京電力(株)展示コーナー

18燃料電池車の誌乗・展示

19地膚処分模型展示車

我孫子警察署協力によるパトカ
20 

ーと白バイの展示・写真撮影

6 

7 

8 

9 

ありがとうございました

蛸
碕

1
-

M
'
調
伺

絹
川

mN

の

似

翻
制

q州

市
T
R
d

市
と
我
孫
子
市
原
爆
被
爆
者
の
会

で
は
、
今
年
も

「平
和
の
折
り
鶴
づ

く
り
」
に
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
学

校
、
福
祉
団
体
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
、
約
5
万
3
0
0
0
羽
の
折
り

鶴
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
折
り
鶴
は
、

8
月
に
開
催
さ

れ
た

「
原
爆
写
真
と
平
和
祈
念
の
折

鶴
展
」
、「平
和
祈
念
式
典
」
で
展
示
・

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
市
や
同
会
の
平
和
事

業
な
ど
で
有
効
に
展
示

・
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
ち
、
広
島
市
の
原

爆
の
子
の
像
や
市
内
福
祉
施
設
な
ど

に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す。

圃

生
活
支
援
謀

・
内
線
3
7
7

第10回手賃制lれあいワトワ2∞7

事前申し込みの受け付けを簡胎
受付期間 9月18日ωから11月2日樹
※申込用紙は、市役所、 各行政サービスセンター・ 公民館・近隣セン

タ一、市民体育館、保健センター、市内各郵便局に用意しています。

園 健康づくり支援課ft7185-1126 

第10固手賀沼ふれあいウオーク2007
日時 11月11日(日)午前8時から受け付け、9時30分スター卜

(雨天実施、荒天中止) 備{

集合噺手翻公園多臨場 fA魚
※コースなどの詳細は、申込用紙をご覧ください。 γzmγ 
参加費中学生以上事前300円、当日 500円 h~~ 

小学創以下・事前・当日とも 100円

9月21日後:)-30日(日)

館の一容漣安全運動を実施
9月21日幽から30日(閉まで、秋の全国突通安全運動が行

われます。高齢者側黄断中・ 自転車乗車中の斐通事故が年々

増加しています。いつも通り慣れた道路でも、しっかり安全

を確認しましょう。

突通jレールとマナーを守り、突通安全を心がけましよう。

重点目標

。飲酒運転の根絶…飲酒運転の罰則が強化され、酒類提供・

車両提供・車両への同乗も厳罰になります。

。夕暮れ時と夜間の歩行中・ 自転車乗車中の突通事故防止…

反射材用品を活用しましよう。

。後部瞳席を含むシートペjレ卜とチャイjレドシートの正しい

着用の徹底・・後部座席のシートベルトも着用しましよう。

国 市民安全室・内線486、我孫子警察署ft7182-0110

公共下水道の
供用開始

次の区域の関係図書を、9月20
附から10月3日附 (土-日曜、祝

日を除く)まで市役所下水道謀で

縦覧します。

供用開始区場

。つくし野7丁目の一部の区域

。新木野3丁目の一部の区域
。栄の一部の区域

。布佐の一部の区域

。根戸の一部の区域

。並木7丁目と8丁目の一部の区嫌

。青山の一部の区域

圏下水道諜・内線546

府容
。介謹予防に関する基礎知識(1) 
その1高齢者の健康
その2 運動機能向上

。体力測定・結果の見方
。体操

0介譜予防に関する基礎知識(2)
その3 栄養・食生活
その4 口腔機能向上
。体操

。筋力向上トレーニングの理
論・技摘、実習

。組織づくりに関する演習
。コミュニケーションのとり方
に関する演習
。体操
O介麓予防に関する基礎知識(3)
その5 うつ ・閉じこもり予防
その6 認知症

11月14日制 9: 30-市投所酉別 O介謹予防サボーター認定式
12 :∞ 館4陪 O体操

11月中旬以降 午前中 部自(未定) 10健康教育現場見学
※講座ヘ出席する際I~、 公共交通機関をご利用くださ い。

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185四 1743防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ'J嗣《記とい
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ア
ク
セ
ス
デ
ィ
ン
ギ
l

(
小
型
ヨ
ッ
ト
)
体
験
乗
船
会

体
い
っ
ぱ
い
巳
風
を
受
け
て
・
:

我
孫
子
市
と
柏
市
で
組
織
し
て
い

る
手
賀
沼
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
は
、
手
賀
沼
や
そ
の
周

辺
の
環
境
を
生
か
し
た
広
域
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
献
で
も
簡
単

に
乗
れ
る
小
型
ヨ
ッ
ト
「
ア
ク
セ
ス

デ
イ
ン
ギ
I
」
の
体
験
乗
船
会
を
行

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
手
資

沼
の
風
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
叩
月
日
日
出
・
幻
自
国
両
日

午
前
9
時
か
ら
正
午
(
荒
天
中
止
)

場
所
手
賀
沼
公
園
地
先
の
湖
上
国

桟
橋

内
容

度
)

a司・-
ヨ
ッ
ト
体
験

(
1人
目
分
程

【ブレイベント 】
対
象
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
日

人
(
小
学
校
3
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
)
〈
応
募
者
名
薮
の
場
合
は
抽

選〉参
加
費
無
料

服
装
濡
れ
た
り
、
汚
れ
て
も
良
い

服
装

主
催
我
孫
子
市
・
柏
市

申
し
込
み
・
阻

往
復
ハ
ガ
キ
に

「
ア
ク
セ
ス
デ
イ
ン
ギ
l
希
望
」
、

住
所
、
氏
名
、
学
年
、
乗
船
希
望
日

(
両
日
申
し
込
み
は
不
可
)
、
電
話

番
号
、
返
信
用
の
あ
て
先
を
明
記
し
、

9
月
お
日
必
着
で
〒

2
7
O
Il
-

9
2
我
孫
子
市
役
所
企
画
調
整
担
率
一

(
住
所
省
略
可
)
包
7
1
8
5
・
1

4
2
6
へ

園芸按室』『箆定・

花と緑を元気!こ

献の

市
で
は
。
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
。
を
進
め
る
一
環
と
し
て
、

禁

園

芸

教

室

を

開

催

し

そ

生
け
壊
や
花
木
の
勢
湾
除
し
木
な

ど
実
技
を
や
さ
し
く
解
説
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ジャパンバードフェスティパルのプレイベン

卜を開催します。

今回の企画は「触る世界Jをテーマに、タッ

チ力一ピング(手で触れるバード力一ピング)

や直接織に触って楽しめる体験、シンポジウ

ムを行います。
日時 10月6日目午前10時から午後4時
場所アビスタ

内容 O音楽…岩本謙司さんによるバロックフ
jレート演奏、 Oシンポジウム…広瀬浩二郎さん(国立民族学博物館民族文化研究部助

教授)、内山春雄さん(日本バード力一ピング協会会長)、松元梢さん(千葉県立西

部図書館職員)、 O体犠コーナー…触れる玩真、ゲーム、 O展示・触れる事県(ミュ
ージアムパーク茨城県自然博物館・鳥の博物館提供)、タッチ力一ピングなど

主催 JBF実行委員会

固手賀沼謀・肉親467

• 

4

司
手
で
触
れ
、
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
タ
ッ
チ
カ

1
ビ
ン
グ

日
時
①
叩
月
日
日
制
・
②
u
H
日
側

い
ず
れ
も
午
前
9
時
ぬ
分
か
ら
日
時

却
分
(
雨
天
の
場
合
は
翌
週
に
延
期
)

場
所
宮
ノ
森
公
園
(
布
佐
)

内
容

の
②
共
通
闇
芸
用
パ
サ
ミ

の
研
ぎ
方
(
実
技
)
、
生
け
垣
や
樹

木
の
前
向
定
(
実
技
)
、
植
木
・
草
花

の
増
や
し
方
(
挿
し
木
)

講
師
樹
木
医

対
象
・
客
員
各
白
羽
人
(
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費

1
0
0
0
円
(
材
料
代
含

む
)

申
し
込
み

往
複
ハ
ガ
キ

(
1
人
1

枚
)
に
「
算
定
・
園
芸
教
室
希
望
」
、

希
望
コ

1
ス
番
号
(
第
2
希
望
も
記

入
可
)
、
住
所
、
器
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
返
信
面
に
宛
名
(
様
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
)
を
明
記
し
、

9

月
お
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
l
9

2
我
孫
子
市
役
所
公
園
緑
地
謀
(
住

所
省
略
可
)
へ

圃
公
園
緑
地
課
・
内
線
5
4
5

11月10日・ 11自に行われる fジャパンバードフェスティパJIf
2007Jの.，ポーターとステージ出演者を事集します. . 

伝
統
文
化
こ
ど
も
茶
道
教
室

日
本
の
礼
儀
作
法
を
学
ぶ

日
本
の
伝
統
文
化
の
一
つ
で
あ
る

茶
道
を
過
し
て
、
茶
道
の
お
も
し
ろ

さ
や
礼
儀
・
作
法
の
大
切
さ
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
日
月
比
目
、
日
月
四
日
・
お

目
、
ロ
月
日
目
、
平
成
初
年
1
月
幻

自
い
ず
れ
も
日
曜
日
午
前
9
時
却

h
F
背
筋
を
伸
ば
し
、
お
点
前
を
す
る

受
講
生

ジャパンバードフエスティパjレ当日は、全国からたくさんの来場者が見込まれるこ

とから、会場案内や斐通案内などでフェスティパルをサポー卜するボランティアを募
集します。

鳥のことがわからなくても大丈夫です。皆さんのご応募をお待ちしています。
活動日時 11月10日曲、11日間午前8時から午後5時(活動は1日を最小単位とし、

半日ごとの分割はしません。詳しくは、申込書をご覧ください)
経費支給実通費・昼食代などとして、各自 1000円を支給
申し込み・固 申込書(市役所、各行政サービスセンター・図書館・公民館に用意。
またはEメール、ファクス、電話のいずれかで鳥の博物館ft7185・2212剛7185-0
639 Eメールsupport@bird-mus.abilくo.chiba.jpヘ請求)に必要事項を明記し、

10月11日までに鳥の博物館ヘ提出してください。

分
か
ら
日
時
却
分

場
所
ア
ピ
ス
タ

内
容

伝
統
的
な
茶
道
の
作
法
を
体

験
(
表
千
家
)

対
象
・
定
員
全
5
回
参
加
可
能
な

小
・
中
学
生
、
白
人
(
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費

1
回
5
0
0円

持
参
白
ソ
ッ
ク
ス

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、

9
月
初
日
必
着
で
一
T
2

7
O
l
-
-
6
4
つ
く
し
野
1
の
6

の
羽
小
野
一
宗
へ

主
催
側
伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協

会
、
我
孫
子
茶
道
連
盟
、
我
孫
子
市

教
育
委
員
会

圃

小

野

宮
7
1
8
2
・
6
1
6
1

-~時立主計図ヨ~~
出資日時 11月10日凶.11日(日)午前10関40分から11時40分
場所 手賀沼親水広場会場ステージ(小雨実施)

内容 鳥をモチーフにした歌や楽器演奏、パフォーマンスの発表(1組15分以内)
定員各自4組(応募者多数の場合は抽選)

申し込み・園ハガキに発表内容(楽曲名・楽器名など)と希望目、代表者の氏名、

住所、電話番号、発表人数を記入し10月12日必着で〒270-1192我孫子市役所企画
謂整担当内JBF実行委員会事務局(住所省略可)ft7185・1426ヘ

我孫子市 ー

ヴリーシパトロ-/L員をε~
みんなが楽しく快適に過ごせる

公園にするため、公圏内でのマナ

ー害発などを行っていただくボラ
ンティア活動制度があります。
現在、パトロール員は93人。

登録は随時受け付けています。あ

なたの力を快適な公菌作りに活か
企新たに我孫子市グランドゴルフ協会のメンバーも してみませんか。
パトロール員に加わりました。 活動内容 *ポイ捨て禁止など、

公園利用におけるマナー向上のための啓発活動*愛犬家へのマナー向上のための啓発活
動*その他、公園内における不適切な行為に対する啓発活動

市の支援 *腕章なとうの貸与*ボランティア活動中の保険の適用
圃公園緑地謀ft7185・1542

写

。

存

さ

、

我

大

ツ

E
b

ス

(

た

共

催

と

る

る

聞

の

頚

場

ん

し

の

関

ル

げ

回

顎

一

式

会

さ
草
地
鳥
に
凡
掲
ぴ

mw
ア
引
け

mw

B
E
荒
川
-
刊
誌
鳴
詑
峨

F
M・-
算

苅

「

年

ス

一

国

ん

ン

ン

財

司
喝
M
a氷
K

J
毎

工

二

全

さ

チ

ヤ

-
A

調

R
R幽
乱
劇
は
に
寸
ム
モ
に
人

ν
シ
バ
都

守
正
畠

l
t
J
マ
J

一

め

真

オ

ジ

ゴ

F

F
也

飴
時
畑
一
乙
似
社
同
ウ
一
同
日
町
。

聾

待
訂
庁
別
抗
日
広
町
禁
制

四
日
H

司・

実
ぴ
「
て
ハ
・
官
一

J
験
プ
こ
加
く

円
U
M
F
あ

こ

し

ャ

鳥

を

ん

体

・

l
参
て

司
鍋

B
を
ぴ
ざ
ジ
と
市
札
依
然
曲
即
年
し

'h凶

)
あ
め
る
人
子
て
、
，
自
作
援
毎
露

司
凶
a

真

を

れ

「

頚

使

υ

1

応

は

披

-a，
画

一一司
し
忙
を

・2
屯岨

刊
ら
ル
ク

F
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耐
火
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一

R
H
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現
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肱
テ

S
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.
 、
「
ス
プ

司
温
司

、
す
め
必
ヨ
エ
イ

F
陥
』

て

で

鴻

漬

つ

汚

明
刷
a
E

し
j
山
口
減
↓
射
的

F
U
r・

ま
ん
な
日
パ
て

咽
『
泊

め

く

ド

制

ル

す

，RM

;
昌
一
司
ィ
5
パ
て

a

・‘

1
E
ガ
引
い
ヤ
ジ

同

;

一

成

ジ

一

企
「

ア

平

テ

市役所の代表電話番号n7185-1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp[]，~ rあぴこ楽校Jの事業です。
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。
遊
び
の
達
人
教
室

水
口
ケ
W
ノ
ト
を
議
"
は
を
一
コ

日
時
叩
月
6
日
倒
午
後
1
時
初
分

か
ら
3
時
却
分

場
所
根
戸
小
学
校
地
域
交
流
教
室

(
集
合
場
所
)
、
校
庭
〈
参
加
無
料
)

内
容

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
カ
ッ
タ
ー

で
切
っ
て
ロ
ケ
ッ
ト
を
1
組
1
つ
作

り
ま
す

対
象
・
定
員
小
学
校
4
年
生
か
ら

6
年
生
と
そ
の
保
護
者
の
ペ
ア
、
先

着
目
組

持
参

①
筒
形
(
炭
酸
飲
料
な
ど
の

-ー-t1 事

関

お~@

身近なとり.ひ・2

く
び
れ
て
い
な
い
も
の
)
で
1
・
5

t
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
フ
タ
つ
き
の

ま
ま
で
3
本
②
カ
ッ
タ
ー
③
定

規
(
日
叩
く
ら
い
)
④
細
い
黒
の

油
性
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
⑤
ビ
ニ
ー
ル

テ
l
プ
⑤
ホ
チ
キ
ス
⑦
セ
ロ
ハ

ン
テ

1
プ
③
上
履
き
⑨
タ
オ
ル

⑫
用
意
で
き
る
方
は
油
性
の
カ
ラ
ー

マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
⑪
ペ
ン
チ

※
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
す
際
に
靴
な
ど

が
漏
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
圃

メ
l
ル
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
、
参
加
者
の
氏
名
、
学
校

名
・
学
年
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
E
メ
1
ル

印
可
釦

W
ω
F
F門
司
O
Z
F
W
C瓜
即
の

F件一可・
ω
σ
F

W
0
・n
v
F
ω
-
V附
7
1
8
2
・
5
8

6
7
g
7
1
8
5
・
1
6
0
4
へ

(ペリカン目ウ科)

手
賀
沼
で
見
ら
れ
る
身
近
な
鳥
の

カ
ワ
ウ
は
、
管
弦
約

ω仰
の
大
型
で

黒
い
鳥
で
す
。

潜
水
能
力
が
高
く
水
中
を
上
手
に

警

雪

補

支

袈

み

に

し

ま

す

。

そ
し
て
丸
呑
み
の
様
子
が
組
担
仰
に
な

っ
た
言
葉
が

「動
や
み
に
す
る
」
で

す
。
そ
の
他
に
も
鵜
飼
い
の
呑
み
込

ん
で
は
吐
き
出
す
様
子
か
ら
で
つ
が

い
」
と
い
う
言
葉
も
出
来
ま
し
た
。

一可
一一附

こ
釦

)

一r一一概
鵬

ピ
伽

鋼

}三
仇

鳴

き
院

噂

圃一吉
田
重

一一語
調

一揖
真

与
写
文

あびこ自然観察隊

ー利根川ゅうゅう公園で

J ~'ッタとあそ lぎうー

鵜
飼
い
は
飛
鳥
時
代
に
は
行
わ

れ
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
江

戸
時
代
ま
で
盛
ん
だ
っ
た
鵜
飼
漁

は
幕
末
に
は
衰
退
し
、
明
治
時
代

に
な
る
と
今
度
は
観
光
の
た
め
に

後
活
し
ま
し
た
。
日
本
の
鵜
飼
い

は
ウ
ミ
ウ
の
首
に
付
け
た
縄
を
操

り
な
が
ら
ア
ユ
を
捕
り
ま
す
が
、

中
国
の
鵜
飼
い
で
は
首
に
環
を
付

け
た
カ
ワ
ウ
を
放
し
、
自
由
に
コ

イ
や
ナ
マ
ズ
を
捕
り
に
い
か
せ
ま

す。
潜
水
の
得
意
な
カ
ワ
ウ
の
羽
毛

は
濡
れ
や
す
く
潜
る
と
ピ
シ
ョ
ピ

シ
ョ
に
な
る
の
で
、
潜
っ
た
後
は

杭
に
留
ま
っ
て
翼
を
広
げ
て
乾
か

し
ま
す
。
手
賀
沼
に
行
っ
た
際
に

水
面
に
突
き
出
た
杭
の
上
に
目
を

向
け
て
下
さ
い
。
カ
ワ
ウ
が
留
ま

っ
て
翼
を
広
げ
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
時

9
月
mm
自
国
午
前

9
時
か
ら

正
午
臨
ま
で
(
雨
天
・
冠
水
の
場
合

は
中
止
)

集
会
場
所
午
前
8
時
記
分
ま
で
に

「
つ
つ
じ
荘
」
前

(
駐
車
場
は
つ
つ

じ
荘
裏
)

内
容

バ
ッ
タ
捕
り
を
し
て
実
際
手

に
取
っ
て
観
察
、
や
さ
し
い
自
然
解

説講
師
鳥
の
博
物
館
市
民
ス
タ
ッ
フ
、

鳥
博
友
の
会
会
員
、
烏
博
学
芸
員
、

公
闇
緑
地
課
職
員

定
員

ω人
(
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
)

参
加
費
無
料

持
参

帽
子
、
水
筒
、
筆
記
用
具
、

あ
る
人
は
虫
か
ご
と
捕
虫
網
(
フ
ロ

ア
ス
タ
ッ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

方
は
、
自
分
で
作
っ
た
バ
ッ
タ
の
ル

ア
l
)

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
公
園
緑
地

課
8
7
1
8
5
・
1
5
4
2
へ

。
か
ま
く
ら
道
ヘ

ネ
イ
チ
ャ
l
イ
シ

いチ ョウ宮ま
にヤ今残く我
し I 回つら孫
えイはて道子
のンこいと市
道しのま呼の
をまかすぱ新
辿をすま 。れ木
り。く る地
な爽主ら 古区
がや道 道に
ら か に のは
我 な ネ ー
孫 秋 イ 部か

h
F
自
然
あ
ふ
れ
る
か
ま
く
ら
道
で
講

師
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者

子
の
自
然
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

途
中
の
史
跡
な
ど
も
訪
れ
ま
す
。

日
時
・
場
所

9
月
初
日
倒
午
前
9

時
却
分
新
木
駅
南
口
集
合
、
正
午
邸

湖
北
駅
南
口
で
解
散
予
定
(
小
雨
実

施
)

内
容

か
ま
く
ら
道
を
辿
っ
て
我
孫

子
の
自
然
を
体
験
、
途
中
の
史
跡
も

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

対
象
・
定
員
市
内
在
住
の
方
、

ω

人
程
度

参
加
資
無
料

持
参
筆
記
用
具
、
飲
料
水
、
歩
き

や
す
い
服
、
は
き
慣
れ
た
靴

主
催
我
孫
子
市
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー

申
し
込
み
・
阻

電
話
で
9
月
四
日

午
前
8
時
初
分
か
ら
申
し
込
み
受
け

付
け
手
賀
沼
課
・
内
線
5
6
8
へ

ま
お
〈
り
老
の

出沢
錨わ
蚕Q:a. )レ 1 化子必にホま 申決 ※椅※ 交 1 出 E 

へ!2"FAI振 1 着必 1 たし 定 デ子楽通人演 ヨ 忌 ζ て
EI 7 輿 8 で要ムは込遁モ二器費 数 料 て!... J 
i(f 1 担 6 〒事ペ E み 知 テ脚はと x ~ ~. 

れき義号事 LT血10長持雲与占 3重量マ
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市
民
参
加
型
コ
シ
ザ

l
ト

「音
楽
の
お
く
り
も
の

S
わ
い
わ

い
コ
ン
サ
ー
ト
j
」
は
、
子
ど
も
が

楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
か
わ

い
い
子
ど
も
た
ち
の
前
で
演
奏
し
た

い
方
大
募
集
!

出
演
日

ロ
月
日
日
出
午
後
2
時
か

ら
3
時
(
演
奏
時
間
1
組
日
分
程
度
)

場
所
ア
ピ
ス

タ

ホ

1
ル

テ
ー
マ
お
子
様
が
楽
し
め
る
コ
ン

サ
ー
ト
(
デ
ィ
ズ
ニ
ー
や
ジ
ブ
リ
、

童
謡
な
ど
未
就
学
児
か
ら
小
学
校
低

学
年
生
が
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
曲
も
可
)

※
演
奏
育
法
・
楽
器
の
種
類
は
問
い

ま
せ
ん

対
象
個
人
ま
た
は
山
人
ま
で
の
グ

ル
ー
プ
で
過
半
数
以
上
の
方
が
左
記

の
応
募
条
件
に
霞
当
さ
れ
る
こ
と
。

①
市
内
在
住

・
在
学
・
在
勤
・
出
身

ま
た
は
市
内
で
音
楽
活
動
を
行
っ
て

い
る
方
で
、
日
四
歳
か
ら
mw
歳
未
満

(
平
成
四
年
4
月
1
日
現
在
)
の
方
。

②
我
孫
子
市
民
文
化
祭
を
は
じ
め
平

成
四
年
度
に
実
施
さ
れ
る
教
育
委
員

会
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
な

い
方
。

※
伴
奏
者
も
演
奏
者
と
み
な
し
ま
す
。

定
員

4
組
(
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
)

第4固湖北台サンバ新tIt・tIt紛フェア

手ノロ

催

問

パ
鋪
引

ル

剛

即

!

1
1
 

i

u

H

ハ

門

/

-H
一

宮

川

セ

会

日

固

員

活

天

委

2
者

行

、
行
実

『

2

ハ
持
品
y
l
ノ

ン
ド
ツ

川
町
口
か
ま
リ
か
ラ
太
も
ダ
ン
ま

日
南
関
民
ラ
午
一
巡
皇
ち
プ
ラ
民

1
駅
叩
市
プ
正
ソ
私
刈
時
制
ノ
ゲ
市

月

北

前

回

ン

、

ク

台

1
ホ

か

台

9
湖

午

6
タ

会

ツ

北

後

プ

ま

北

第

ス

選

口

湖

午

ツ

l
枇

時

所

容

…

り

抽

…

・

ヒ

)

j

日

場

内

ら

つ

一

ら

ン

鼓

川

正

圏

日時 9月29日出
午前10時から午後

3時(荒天時は30
日間に順延)

場所あぴこ農産物

直売所敷地内

内容あぴこ産新米

の試食会や米粉を使った料理や加工品のレシピ紹介と

実演販売。

※先着200人に新米「ふさこがねJ2合を配布
主催 我孫子市農産物直売所出荷組合

圃 あぴこ農産物直売所ft7108・3171、農政課8

7185・1481

市町村の振興を目的に、オータムジャンポ宝くじが

10月1日開から10月19日働まで、全国の宝くじ売場
で発売されます。売り切れ次第、発売終了となります。

(我孫子市御代は発売しません。)

宝くじは1枚300円で、主な当せん金は1等..1億
5000万円 (26本)、 2等..1000万円 (26本)、 3
等一100万円 (260本)などとなっています。
宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよい街づく

りのために使われます。

圃財政担当・内線220

繍=ータムジヤジボ

宝くじ
10月1日から発売

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ'JM (1:εぃ
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G貧
弱
包〉
@ 
企?
⑧ 
飴

略黒
しはタ
て市イ
い の 卜
ま後ル
す援が

u 、晶

補付
助き
団の
体も
σ〉 σコ
記 tそ
で市
す笠。官事J

~ :t:i: 

議庁
自主
は T寵

幽共

芥 襲

2E 
Z三
省官。

で
か
け
て
み
ま
曾
ん
か

第
刊
固
あ
ら
き
園
祭

日
9
月
却
日
回
目
時

3
日
時
却
分

(
雨
天
実
施
)

所
あ
ら
き
囲

内

吹
奏
楽
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、
あ
ら
き
園
活
動
内
容

紹
介
、
市
内
福
祉
施
設
の
出
庖
ほ
か

貨
入
場
無
料
圃
あ
ら
き
園
E
7
1

8
8
・
4
1
8
8

.. -
み
ん
な
お
い
で
よ
!

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

目
印
月
幻
自
冊
目
時
叩
分

1
日
時
鈎

分

所
県
立
手
資
の
丘
少
年
自
然
の

家

内
秋
の
星
座
と
オ
リ
オ
ン
座
流

星
群
を
ド
1
ム
に
投
影
し
、
親
子
で

楽
し
む

対
先
着
2
0
0
人

舞

無

料

申
・
圃
電
話
で
9
月
幻
白
か
ら

県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
雪
，ee-

-
9
1
・
1
9
2
3
へ

ヴ
ィ
ヴ
ァ
・
マ
ン
ド
リ
l
ノ

第
叩
固
定
期
演
奏
会

日
目
月
7
目的問
U
時
開
演

所
柏
市

民
文
化
会
館

内
第
1
部
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
テ
ー
ジ
、
第
2
部
ク
ラ
シ
ッ
ク

ス
テ
ー
ジ
、
第
3
部
美
し
い
日
本
の

私

曲
目
「
朝
」
、
「
ウ
ィ
ー
ン
わ

が
夢
の
街
」
ほ
か

出
ヴ
イ
ヴ
ァ
・

マ
ン
ド
リ
l
ノ

(
演
奏
)
、
片
倉
武

さ
ん
(
指
揮
)
、
雨
宮
知
子
さ
ん

(
ゲ
ス
ト
出
演
)
、
野
宮
徹
さ
ん

(
司
会
)
費
1
0
0
0
円
(
全
席

自

由

)

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
す
ば
る

舎
庖
、
荒
井
書
庖
、
東
京
事
務
器
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
、
浅
野
誉
庖
、
柏
高

島
屋
友
の
会
、
ギ
ン
セ
イ

圃
土
井

第 1197号

自
・:
日
時

所
・・・場所

告

7
1
4
9
・
0
0
1
3

な
か
よ
し
動
物
フ
ェ
ズ
テ
ィ
パ
ル

2
0
0
7
 

日
9
月
辺
日
凶
日
時
1
日
時

所
千

葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
(
富
里
市

御
料
7
0
9
の
1
)

内
犬
の
し
つ

け
方
実
演
、
犬
の
さ
わ
り
方

・
手
入

れ
実
演
、
ア
ジ
リ
テ
イ
(
障
害
物
競

走
)
ほ
か
貨
無
料

圃
同
セ
ン
タ

ー

8
0
4
7
6
・
mm
・
5
7
1
1

フ
ヨ

タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
第
2
弾

「
お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」

日
9
月
初
日
側
同
時
間
潰

所
我
孫

子
第
四
小
学
校
体
育
館
費
2
0
0

0
円
申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
か

E
メ
1
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

菅
芝
明
示
し
、
あ
ぴ
こ
子
ど
も
劇

場
信
郎

7
1
8
8
・
9
0
7
8
、
E

メ
l
ル
ωσσω
社内ぽ
@
E
g
o
-
o
n

ロ・ロ
0
・』℃へ

川
村
英
文
学
会
特
別
講
演
会

日
9
月
却
日
出
日
時

所
川
村
学
園

女
子
大
学

内
「
メ
デ
ィ
ア
の
危
機

一
人
称
で
語
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

論
」
講
師
匙
欣
也
さ
ん
(
一
毒

日
新
聞
社
編
集
委
員
)
費
無
料

園
川
村
学
国
女
子
大
学
川
村
英
文
学

会
事
務
局
宮
7
1
8
3
・
7
2
1
2

2
0
0
7
秋
発
三
フ
ァミ
リ
E

コ
ン
サ
E
ト

島
筒
英
夫
ピ
ア
ノ
あ
ら
か
る
と

日
9
月
U
A
日
制
日
時
却
分
開
演

所

市
民
プ
ラ
ザ

内
全
盲
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
烏
筒
英
夫
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

曲
目
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
ソ

ナ
タ

「熱
情
」
ほ
か

出
島
筒
英
夫

さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)
、
コ
ー
ル
・
て
が

(
合
唱
)
、
浦
富
美
さ
ん
(
指
揮
)

内
:
内
容

出
・:
出
席
者
・
出
演
者

種
・・・種目

費
1
0
0
0
円
(
全
席
自
由
)

・
圃
電
話
で
浦
君
7
1
8
4
・
4
5

7
2
へ

第
何
回
一
宵
山
台
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
発
表
会

日
9
月
mm
自
国
凶
時
開
演

所
市
民

プ
ラ
ザ

曲
目
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
(
名

歌
曲
)
、
弦
楽
四
重
奏
曲
(
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
)
ほ
か
寅
無
料

回
米
山

宮

7
1
8
4
・
5
7
5
3

映
画
上
映
会

「
わ
ら
び
の
こ
う
(
蕨
野
行
こ

回
目
月
日
日
制
①
叩
時
初
分
②
U
時

却
分
③
四
時
却
分
所
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

貨
9
9
9
円

対

各

回
3
5
0
人

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
示
し
、
千
葉

県
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
東
葛
北
地

区
・
松
本
宮
7
1
4
8
・
7
6
7
7

m
7
1
4
8
・
7
6
7
8
へ

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
7

日
9
月
初
日
側
叩
時
1
日
時

所
モ

ラ
ロ
ジ
l
研
究
所
・
贋
池
学
園
キ
ャ

ン
パ
ス
(
柏
市
光
ヶ
丘
2
の
1
の

1
)

内
東
帯
各
市
の
生
涯
学
習
展

示
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
吹
奏
楽
、
合

唱
ほ
か
貨
無
料
(
一
部
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
は
有
料
)
主

・
園
側
モ

ラ
ロ
ジ
I
研
究
所
8
7
1
7
3
・
3

1
9
1
へ

参
加
し
て
み
ま
ぜ
ん
か

認
姐
症
の
方
の
家
族
の
つ
ど
い

日
9
月
幻
日
同
日
時
泊
分

1
日
時
お

分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方

法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
交
換

対
認
知
症
の
方
を
介

護
し
て
い
る
家
族
費
無
料

聞天
弁

護
支
援
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

回
目
月
日
日
制
1
ロ
日
働
・
日
月
3

日
鯛
(
全
4
日
間
)

所
千
葉
市
消

対
・:
対
象
・
定
員

費
・
・
・
費
用

申

防
局
ほ
か
2
会
場

対
県
内
在
住
・

在
勤
の
方
、
先
着

ω入
費

1
万
3

9
0
0
円
(
学
生
9
9
0
0
円
)

申
・
圃
電
話
で
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
推
進
委
員
会
告
白
・

3
5
8
4

・
4
0
8
5
へ

心
臓
ぺ
l
ス
メ
ー
カ
ー
勉
強
会

白
山
月
7
目
的
四
日
時

S
臼
時

所
フ

ロ
ー
ラ
西
船

(
J
R西
船
橋
駅
南
口

下
車
徒
歩
3
分
)

内
ペ
1
ス
メ
ー

カ
ー
に
つ
い
て
の
講
演
と

Q
&
A
、

講
師
・:
稲
垣
雅
行
さ
ん
(
船
橋
市
立

医
療
セ
ン
タ
ー
循
環
器
部
長
)
ほ
か

対
ペ
1
ス
メ
ー
カ
ー
装
若
者
と
装
着

予
定
の
方
(
付
き
添
い
可
)
費
1

0
0
0
円
(
資
料
代
ほ
か
)
〈
付
き

添
い
の
方
は
無
料
〉

申
・
圃
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
示
し
、
塚
田
宮
間
7
1
8

5
・
5
0
7
8
へ

介
護
予
防
施
策

(
公
開
教
室
)

日
9
月
辺
日
回
目
時
加
分

i
ロ
時

所
市
民
プ
ラ
ザ

内
や
さ
し
い
介
護

予
防
教
室
の
公
開
教
室
と
し
て
、
市

の
介
護
予
防
施
策
に
つ
い
て
学
ぶ

対
先
着
印
入
賞
無
料

申
・
圃
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
l
ル
で

「市

の
介
護
予
防
施
策
公
開
教
室
」
希
望
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
示
し
、

我
孫
子
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

g

m
7
1
6
5
・
3
4
3
4
(電
話
は

月

・
水

・
金
曜
日
)
、
E
メ
1
ル
W

E
@
ω
玄
F

内
中
島
持
て
0
・

8
5へ

あ
び
こ
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
企
画

パ
ス
見
学
会

日
・
集
合
場
所
日
月
1
日
開
8
時
日

分
我
孫
子
駅
北
口
郵
便
局
前
ふ
れ
あ

い
広
場
(
雨
天
実
施
)

行
先
和
光

市
総
合
福
祉
会
館

対

犯

人

内

「長
寿
あ
ん
し
ん
対
策
」
先
進
事
例

を

見

学

費
2
0
0
0
円
(
昼
食
込

み
)

申
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ

ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

を
明
記
し
、

9
月
辺
日
必
慈
で
一
T
2

持
・・・持参

申
:
・
申
し
込
み

7
o
l
l
l
4
5
高
野
山
1
7
2
の

4
石
橋
正
康
g
m
7
1
8
5
・
1
9

1
4
へ

第
3
回
世
界
の
家
庭
料
理

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
家
庭
料
理
を
学
ぼ
う
H

日
日
月
6
日
出
回
時
却
分
i
U
時

所
湖
北
地
区
公
民
館

内
家
庭
で
作

れ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
代
表
的
な
家
庭

料
理
を
学
?
な
ン
パ
ナ
ダ
〈
コ
ロ

ン
ビ
ア
風
鮫
子
)
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
サ

ラ
ダ
ほ
か
)
、
講
師
:
・
小
沢
マ
リ
ア

テ
レ
サ
さ
ん

対
却
人
(
応
募
者
多

数
時
は
抽
選
)
費
8
0
0
円
(
材

料
費
込
み
)

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

材
、
ふ
き
ん

申

・
圃
ハ
ガ
キ
か
フ

ァ
ク
ス
か
E
メ
l
ル
に
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、

9
月
お
日
必
着
で
一
T
2
7
0

1
1
1
2
2
中
黒
剖
の
3
湖
北
地
区

公
民
館
包
7
1
8
8
・
4
4
3
3
m

7
1
8
8
・
7
7
2
0
E
メ
1
ル
w

oyowc-F内@の
F
V釦
-OB包
E
0・

号
ま
た
は
直
接
窓
口
へ

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

(
ダ
ブ
ル
ス
)

日
日
月
6
日

ω8時
加
分
受
け
付
け

所
市
民
体
育
館
種
ダ
ブ
ル
ス
A
-

B
ラ
ン
ク

対
市
内
在
住
の
女
性
の

方

費

1
人
1
3
0
0
円

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
2
人
の
種
目
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
日
月
日

日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
4
3
天

王
台
5
の
2
の
1
の
4
1
1鴨
木
真

澄
宮
7
1
8
3
・
4
4
1
7
へ

歌
声
喫
茶
・
m
湖
北
台

回
目
月
日
日
出
口
時

i
四
時
却
分

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
元

「と
も
し
ぴ
」
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

奏
者
・
背
柳
常
夫
さ
ん
を
迎
え
、
懐

か
し
い
持
情
樹
、
唱
歌
、
外
国
民
謡

を
歌
う

対
先
着
1
0
0
入

費

1

5
0
0
円
(
飲
み
物
・
軽
食
付
き
)

申
・
圃
会
費
持
参
し
て
直
接
間
近
隣

セ
ン
タ
ー
8
7
1
8
7
・
1
1
2
2

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

第
U
回
史
跡
文
学
散
歩

柴
崎
界
隈
を
訪
ね
る

日
・
集
会
場
所
9
月
初
日
田
9
時
天

王
台
駅
改
札
口
(
ロ
時
初
分
解
散
)

〈
小
雨
実
施
〉

行
先
金

久

保

管

塔
↓
柴
崎
神
社
↓
円
福
寺
↓
東
糠
寺

↓
名
主
川
村
邸
ほ
か
費
5
0
0
円

(
会
員
無
料
)

申
・
圃
電
話
で
9

月
お
固
ま
で
に
財
前
8
7
1
8
8
・

3
4
8
8
へ

再
就
職
を
め
ざ
す

{
警
備
業
技
能
講
膚
」

回
目
月
時
日
同

sお
日
同
(
全
8
日

間
)

所
松
戸
地
域
訓
練
セ
ン
タ
ー

・
テ
ク
ノ
幻
対
東
葛
地
区
在
住
で

再
就
職
を
希
望
す
る

ω歳
5
臼
歳
の

方
、
犯
人
(
応
募
者
多
数
時
は
抽

選
)
費
無
料

申
・
圃
往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
、
講
座
尚一

2
0
9
、

ふ
り
出
な

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
面
に
あ
て
先
を
明
記
し
、
日
月

1
日
必
着
で
一
7
2
6
0
1
0
0
1
3

千
葉
市
中
央
区
中
央
3
の
9
の
時
三

井
生
命
千
葉
中
央
ピ
ル
4
階
細
千
葉

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

8
0
4
3
・
2
2
7
・
5
1
1
2
へ

ぼ
し
ゅ
う

千
葉
県
農
業
大
学
校

平
成
初
年
度
学
生

。
農
学
科
推
薦
入
学
試
験
:
・
日
目

月
初
日

ω
対
約

ω人
一

般
入
学

試
験
A
:
・
日
平
成
却

(
2
0
0
8
)

年
1
月
M
日
同

対
約
却
人
一

般

入
学
試
験
B
・:日
平
成
却

(
2
0
0

8
)
年
3
月
4
日

ω
対
約
叩
人

。
研
究
科
推
薦
入
学
試
験

:-m月

初
日

ω
対
約
叩
人
一
一
般
入
学
試

験
A
:
・
日
ロ
月
ロ
日
制

対
約
叩
人

一
一
般
入
学
試
験
B
:・
日
平
成
却

(
2

0
0
8
)
年
3
月
4
日

ω
対
若
干

名※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

千
葉
県
農
業
大
学
校
宮
0
4
7
5
・

臼
・

5
1
2
2
へ。

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・:
問
い
合
わ
せ

[理監塑臨Z官@目白血輔ら
講座名 単元教 日時 受講料 10/6 10時30分~

10/4 10時30分~
インター 10/6 13時~

パソコン ネット 4単元 5500円
入門講座 3単元 10/4 13時00分~3500円 講座 1017 10時30分~

10/5 10時30分~ 1017 13P寺~
10/9 10時30分~ デジタル 10/2210時30分~

ワード 10/9 13時~ カメラ 3単元 10/2213時~ 3500円

2∞3 5単元 10/9 15T寺~ 8000円 講座 10/2310時30分~
講座 10/1010時30分~ お楽しみ 10/2913時~

10/1013時~ 講座 4単元
10/2915時~

4000円
10/2010時30分~ (年賀状 10/3013時~

エクセル 10/2013時~
作成) 10/3015時~

2∞3 5単元 10/2015時~ 8000円 受付時間午前10時から午後6時
講座 10/21 10時30分~ 定員各講座15人(圧蕩者多数の場合は抽選)

10/2113時~ 申し込み・国 窓口、または電話かファクス

※1単π(e!:90分。受講料(e!:，教材費、通信費を含む。 で9月25日までに市民プラザft7183・2111
※お楽しみ講座(e!:、ワード2003講座を修了した方対象。 間7183-5300ヘ

平成20(2008)年成人式

の方も出席できます。

※成人式のホームページは、我孫子市

ホームページの「学ぶ・参加するJか

らご貰になれます。

主催成人式企画運営会議、我孫子市

教育委員会

国教育委員会社会教育課ft7185-1

602 

日時平成20(2008)年1月14日師
。午前の部(我孫子中学校区、白山中

学校区)受け付け…叩時"'10時30分、

式典・.10時30分'"11時30分

。午後の部(久寺家中学校区、湖北台

中学校区、湖北中学校区、布佐中学校

区)受け付け...13時30分"'14時、式

典..14鴎"'15筒

場所 けやきプラザふれあいホール

(我孫子駅南口)

対象昭和62年4月2日~昭和63年

4月1日生まれの方
※市内小、中学校卒業生で、市外在住

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あびこ楽校jの事業です。



勤
務
日

・
時
①
土

・
日
曜
日
を
含
む

迦
2
1
3日
で

1
日
6
時
間
程
度
勤

務
②
土
・
日
曜
日
を
含
む
週
2
日
以

上
で

1
日
4
時
間
程
度
勤
務

所
け

や
き
プ
ラ
ザ
内
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
&
軽

暁
茶
ぽ
ぽ
ら

内
社
会
福
祉
協
議
会

が
運
営
す
る
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
と
軽
喫

茶
の
ホ
1
ル
と
キ
ッ
チ
ン
を
担
当
す

る
ス
タ
ッ
フ

対
却
歳
以
上
の
方
、

若
干
名

賃
金
時
給
8
0
0円
(
研

修
期
間
7
5
0円
)
通
勤
手
当
別
途

岐
給

申
・
圃
履
歴
書
(
写
真
純

付
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

9
月

お
日
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
2
7

1
8
4
・
1
5
3
9
へ
本
人
が
直
接

持
参

我
孫
子
地
区
市
民
ま
つ
り

フ
リ
1
バ
ザ
I
ル
2
0
0
7出
唐
者

回
目
月
日
自
国
日
時
i
日
時
(
雨
天

時
は

U
日
倒
)

所
我
孫
子
駅
南
口

周

辺

募

集
区
画
先
着

ω区
画

(
1

区
画
:
・
間
口
3
m
x
奥
行
き
2
m
)

貨
3
0
0
0円

※
飲
食
品
の
販
売
は
不
可
。

申
・
圃
9
月
日
白
川
w
か
ら
電
話
で
我

孫
子
地
区
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会

(
我
孫
子
市
商
工
会
内
)
宮
7
1
8

守
8
ぬ
VA
Wち
ゃ
れ

と

こ

ろ

曹

害

ら

所

希

咲

ち
ゃ
ん

(
我
孫
子
・

1
歳
3
カ
月
)

外
で
遊
ぶ
の
ガ
大
路
き
で
、
雨

の
日
以
外
は
欠
か
さ
ず
敵
歩
巴
行

っ
て
元
気
巳
歩
い
て
ま
す
。

第 1197号

社
会
福
祉
協
鵜
会
臨
時
職
員

-ー-" 
a (7) 2007. 9.16 

2
・
3
1
3
1
へ

手
工
芸
連
盟
サ
ー
ク
ル
生

対
日
歳
以
上
で
継
続
し
て
参
加
で
き

る
方
費
各
月
2
0
0
0円
(
材
料

費

別

)

@
手
あ
み
サ
ロ
ン

日

第

1
・
3
火
曜
日
9
時
部
分
1
日
時
部

分

所
湖
北
地
区
公
民
館
ほ
か

対

話
人

申
・
圃
電
話
で
鈴
木

8
7
1

8
2
・
7
6
6
9
へ

@

七
宝
焼
と

銀

粘

土

日
第
1
・
3
木
曜
日
9
時

初
分
1
1時
加
分

所
近
隣
セ
ン
タ

ー
こ
も
れ
ぴ
ほ
か

対
日
人

申
・

悶
電
話
で
荻
野
宮
7
1
8
8
・
0
9

6
8
へ

O
デ
コ
パ
l
ジ

ュ

日
第

1
・
3
木
曜
日
9
時
加
分
1
日
時
鈎

分

所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
ほ

か

対
日
人

申
・
回
電
話
で
机
E

7
1
8
4
・
5
7
3
7
へ

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
9
月
お
日
制
叩
時
予
定
(
議
案
内

容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水
道
局

4
階
会
議
室

内
9
月
初
日
同
以
降

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
傍
聴

さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前
に
傍

な

か

む

ら

な

つ

曹

中

村

夏

輝

ち

ゃ

ん

(
並
木
・

1
歳
2
カ
月
)

名
前
を
呼
ぶ
と
「
は
い
!
」
と

元
気
巴
お
返
事
。
直
欲
器
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
男
の
予
で
す
。

聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

伊
豆
-の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し
て
く

だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総
務
課
E

7
1
8
5
・
1
1
1
0

原
爆
被
爆
者
二
世
健
康
診
断

対
原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、
県
内
に

住
所
を
有
し
、
受
診
を
希
望
す
る
方

(
希
望
者
多
数
時
は
、
昨
年
度
来
受

診
者
を
優
先
)

実
施
期
限
平
成
四

(
2
0
0
7
)
年
5
月
1
日
i
平
成

初

(
2
0
0
8
)
年
3
月
刊
日

申

.
阻
封
舎
に
見
参
す
る
方
の
住
所
・

氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
、
被

爆
者
で
あ
る
親
の
氏
名
・
住
所
・
被

爆
者
手
帳
番
号
を
明
記
し
、
平
成
加

(
2
0
0
8
)
年
2
月
刊
日
必
着
で

〒
2
6
0
1
8
6
6
7千
葉
市
中
央

区
市
場
町
1
の
1
千
葉
県
健
康
福
祉

部
健
康
福
祉
指
導
課
援
護
恩
給
室
8

0
4
3
・
2
2
3
・
2
3
4
9
へ
郵

送※
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
一
部
自

己
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

我
孫
子
市
結
婚
相
談
所

お
見
合
い
プ
チ
O
パ
ー
テ
ィ
ー

回
目
月
幻
自
制
口
時

1
m時
加
分

所
け
や
き
プ
ラ
ザ

対
真
剣
に
結
婚

を
考
え
て
い
る
①
初
i
必
歳
の
女
性

②
お
j
訪
歳
の
男
性
、
各
お
人
(
応

募
者
多
数
時
は
抽
選
)

費
2
0
0

0
円

申
・
圃
電
話
で
9
月
お
日
ま

で
に
社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
4

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の

水質環境基準 (C0 0値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標COD値

平成19年8月、月平均COD値
採木場所:手賀沼公園沖

平成18年8月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公圏沖

-
1
5
3
9
へ

裁
判
員
を
体
験
し
て
み
よ
う

H

「
法
の
日
」
週
間
イ
ベ
ン
ト
2
0
0
7

目
印
月
日
日

ω日
時
初
分
l
凶
時

所
千
葉
市
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
(
千
葉

空
中
央
区
富
士
見
1
の
3
の
2
)

申
・
岡
電
話
で
千
葉
地
裁
総
務
課
程

0
4
3
・
2
2
2
・
0
1
6
5
へ

第
お
回

「目
の
愛
理
デ
l」

無
料
電
話
相
談

千
葉
県
眼
科
医
会
で
は
、
電
話
で

自
の
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
い

ま
す
。

回
目
月
8
日
側
9
時
j
口
時

本自
競

電
話
番
号
宮

0
4
3
・
2
4
2
・
4

2
7
1
圃
千
葉
県
眼
科
医
会
事
務

局
告
0
4
3
・
2
7
5
・
2
3
5
4

「
法
の
日
」
全
国
一
斉

司
法
書
士
無
料
援
会
福
地
区
「

日
日
月
2
白川

wm時
j
U
時
、
日
時

1
日
時

所
市
民
相
談
室
(
市
箆
昨
山

本
庁
舎
2
階
)

内
不
動
産
の
相
続

.
売
貿
な
ど
の
筆
記
に
関
す
る
も
の
、

訴
訟
書
類
の
作
成
に
関
す
る
も
の
な

ど
を
中
心
に
、
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

申
当
日

直
接
会
場
へ

圃
千
葉
司
法
書
士
会

柏
支
部
宮
7
1
6
4
・
1
9
0
1

このコーナーに掲穏を希望する方
l立、 広報掲畿依頼書(市役所広報室

にF暗または費頚子市のホームペー
ジからダウンロード)に必要事項を
記入のうえ、掲般希望日の1カ月前
までに広報室へ提出してください。
掲自首する内容はイベント名・日時

場所・内容・費用・問い合わせ先な
どです。詳しい内容の確認1;;):，当事
者閣で行うようお願いします。
圃広報室tt?185・1269

剛?185・012?

公共施設利用の活動は、優先的巴

湯所1:1確保されているものではあ
りまぜん。

講
演

・
催
し

V
わ
か
り
や
す
い
任
意
後
昆
制
度

9
月
2
日
ω明
日
時
1
日
時
。
ア
ピ
ス

タ
。
任
意
後
見
制
度
を
活
用
す
る
と

き
の
流
れ
を
対
話
劇
で
説
明
。
無

吋

直
接
会
場
へ
。
N
P
O法
人
ぬ
く
も

り
の
会
我
孫
子
支
部

E
7
1
0
5
・

7
0
0
5
 

25日ω
ー

一敬
一
色

一伺
現
一

一体
土
ロ
M

一

一発
引
一

一
・4
R
R
m
一

一事

8
一

;
 

一劃
判
一

一以
裂
一;
 

一通響曲一

二
父
子
一

一内市川一

一市
ゆ
一

上下水道料金

V
新
婦
人

「小
組
合
同
体
験
会
」

9
月
幻
自
国
日
時
加
分
1
同
時
。
湖

北
台
近
セ

(多
目
的
ホ
l
ル
)。

ア

ク
リ
ル
タ
ワ
シ
と
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
、

ダ
ン
ベ
ル
体
操
ほ
か
。
美
容
講
習
と

作
品
展
示
も
あ
り
。
参
加
費
無
料
。

鈴
木
E
7
1
8
5
・
4
2
0
1

V

「星
空
た
ん
け
ん
」
星
の
観
望
会

天
上
の
宝
石
と
指
輪

9
月
幻
日
出

8月の発生件数 42件
今年の発生件数(1月"')336件
前年周期比 ー71件
8月の死者数 0人
今年の死者数 2人
前年周期比 士0人
8月の負傷者数 50人
今年の負傷者数 405人
前年周期比 ー103人

日
時

i
m時
鈎
分
(
曇
り
・
雨
天
時

は
叩
月
幻
日

ω)。
五
本
松
運
動
広

場

(駐
車
場
有
)。

無
料
。
※
毎
月

第

4ω
開
催
。
東
世
相
星
見
隊

・
岸
野

宮

7
1
8
4
・
3
0
7
8

V
増
田
都
子
先
生
の
社
会
科
授
業

「近
現
代
史
の
真
実
を
知
ろ
う
」
川
内

臼
露
戦
争
と
韓
国
併
合

9
月
辺
日

出
M
時
。
栄
光
教
会
(
湖
北
)
。
中

学
生
以
上
。

5
0
0円
(
中
高
生
無

料
)。

あ
ぴ
こ
平
和
ネ
ッ
ト

・
豊
田

宮

0
8
0
・
5
0
3
7
・
0
0
1
9

V
不
動
産
フ
ェ
ア

「お
困
り
ご
と
相

談」

9
月
幻
自
側
叩
時
1
日
時
加

分
。
柏
駅
東
ロ
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
上
。

弁
護
士
、
税
理
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、

ロ
l
ン
担
当
に
よ
る
相
談
A
存

。
無

料
。
船
千
葉
県
宅
建
協
会
東
葛
支
部

8
7
1
6
3
・
3
1
9
1

V
特
別
支
援
教
育
セ
ミ
ナ
ー

9
月

幻
自
側
、
羽
田
側
、
日
月
6
日
出
、

叩
月
初
日

ω、
ロ
月
1
四
回
、
日
時

鈎
分
。
興
学
社
高
等
学
院
(
新
松
戸

駅
1
分
)。

各
目
先
舶
宿
泊
人
。
無
料
。

興
学
社
高
等
学
院
宮
0
4
7
・
3
0

9
・
8
1
8
1

V
第
3
回
ロ
シ
ア
プ
l
シ
キ
ン
の
跨

と
伝
統
的
な
ダ
ン
ス
コ
ン
サ
ー
ト

9
月
却
自
国
四
時

i
m時
初
分
。
け

や
き
プ
ラ
ザ
。
プ
I
シ
キ
ン
の
時
の

朗
読
、
伝
統
的
な
ダ
ン
ス
。
ど
な
た

で
も
大
歓
迎
日
無
料
。
篠
塚
宮
7

1
6
9
・
2
2
3
2

V
第
包
囲
我
孫
子
盆
栽
山
野
草
ク
ラ

ブ
会
員
展
示
会

9
月
ぬ
自
国
・
羽

田
制
9
時
i
M時
。
脅
木
園
植
木
鉢

セ
ン
タ
ー
。
季
節
の
各
種
盆
栽
、
小

品
盆
栽
、
席
飾
り
ほ
か
。
そ
ぱ
治
・

林
君
7
1
8
2
・
8
5
2
0
(叩
時

1
凶
時
)

V
家
庭
介
護
教
室
(
シ
リ
ー
ズ
4

回
)
第
2
回

9
月
初
日
岡
山
時
i

m時
。
ケ
ア
プ
ラ
ザ
柴
崎
。
認
知
症

へ
の
理
解
E
。
先
着
加
入
。
1
0
0

0
円
。
後
援
(
医
)
創
造
会
。
N
P

O
法
人
我
孫
子
M
A
協
会
・
重
賢
岳

7
1
8
1
・
3
0
0
O

V
相
馬
霊
場
八
十
八
カ
所
巡
り

9

月
初
日
制
8
時
却
分
新
木
駅
南
口
集

合
(
雨
天
中
止
)。

鎌
倉
道
↓
龍
泉

寺
↓
法
岩
院
↓
正
泉
寺
↓
天
王
台
駅

解
散
。

5
0
0円
。
弁
当
、
タ
オ
ル

持
参
。
相
馬
霊
場
八
十
八
カ
所
巡
る

会

E
0
2
9
7
・
九
・

7
5
8
8

V
C
A
D初
心
者
講
習
会

ぬ
月
か

ら
の
毎
月
第
2
出
。
9
時
鈎
分
1
(午

前
・

午
後
各
3
時
間
)。

一
粒
の
麦
。

A
u
t
o
C
A
D
の
初
歩
を
勉
強
、

講
師
・
:
所
崎
さ
ん
。
先
懇

8
入
。
1

日
2
0
0
0円
。
ア
シ
ラ
ネ
宮
0
9

0
・
6
8
7
2
・
5
9
6
4

V
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ト
I
ル
ペ
イ
ン
ト

体
験
会

叩
月
2
日

ω①
9
時
加
分

②
ロ
時
加
分
、
日
月
凶
白
幽
③
ロ
時

鈎
分
(各
2
時
間
)。

ア
ピ
ス
タ
。
描

い
た
お
花
で
部
屋
を
飾
り
ま
せ
ん
か

?
2
0
0
0円
(
材
料
費
込
み
)。

安
部
告
7
1
8
8
・
9
2
1
9

V
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
1
2
紐
聾
成
講
座

叩
月
3
日
制
か
ら
約
5
カ
月
で
終
了

8
時
日
分
1
口
時
叩
分
。
マ
マ

M
A

T
E
研
修
セ
ン
タ
ー

(夫
王
台
駅
南

口
5
分
)。

先
砦
ロ
人
。

7
方
5
0

0
0円
(
テ
キ
ス
ト
代
込
み
)。

根

本
宮
7
1
3
9
・
0
9
5
0

V
合
唱
ク
リ
ニ
ッ
ク
作
曲
家
別
に

よ
る
金
子
み
す
ぎ
の
世
界

叩
月
5

日
樹
・
ロ
白
幽
叩
時
1
ロ
時
。
さ
わ

や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
。
コ
ー
ル
・

ス
ピ
ヵ
、
鈴
木
脅
す
え
(
指
揮
)。

無

料
。
9
月
お
臼
ま
で
に
電
話
で
事
務

局
・
西
本
宮
7
1
5
4
・
1
6
7
9

V
講
演
会

日
月
M
目
印
刷
凶
時
開
演
。

柏
京
北
ホ

I
ル
。
気
持
ち
を
分
か
っ

て
ほ
し
い

l
気
持
ち
を
分
か
っ
て
あ

げ
た
い

l
そ
ん
な
人
の
為
に
役
立
つ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
一

緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

?
8
0
0円
。

水
上

E
7
1
7
5
・
0
5
8
8

V
万
葉
集
講
座
・
神
女
額
国
王
の
魅

力

叩
月
幻
自
側
凶
時
1
口
時
。
ァ

ピ
ス
タ
。
講
師
:
・
針
原
孝
之
さ
ん

(二
松
学
舎
大
学
大
学
院
教
授
・
文

学
博
士
)。

1
0
0
0円
(
テ
キ
ス

ト
代
含
む
)。

東
海
林
8
7
1
8
2

・
1
8
2
8

会
員

・
仲
間
募
集

V
囲
碁
会
員

毎
週
樹
ロ
時

i
U時
。

湖
北
地
区
公
民
館
ほ
か
。
級
位
の
方

(
有
段
者
は
初
段
ま
で
)。

入
2
0

0
0円、

月
1
0
0
0円
。
タ
ケ
フ

の
会
・
窪
谷
宮
7
1
8
4
・
1
3
2

ウ
bv盆

栽
友
の
会
会
員

毎
月
第
2
・

4ω
ロ
時
初
分
1
日
時
。
ア
ピ
ス
タ

ほ
か
。
盆
栽
の
年
間
培
養
管
理
の
講

義
と
実
技
。
入
1
0
0
0円、

年

1

万
円
(
前
・
後
期
で
分
納
)。

四
豪

雪

7
1
8
2
・
2
4
3
9

不
周
回
目
情
報

"
回
り
ま
す
"

。
有

料

で

*

子
供
用
自
転
車

(
5
・
6
歳
用
ブ
ル
l
)
:
・
真
仲

宮

7
1
8
2
・
0
5
4
3

0
無

料

で

*
二
人
掛
け
用
ソ
フ

ァ
ー

(
グ
レ
1
)
:
・
水
野
宮
7
1

4
9
・
1
9
3
2

申
チ
ャ
イ
ル

ド
シ

1
ト

(
0
1
4
歳
く
ら
い
)

・
:
藤
原
告
7
1
8
8
・
8
2
5
6

3
Mラ
ス
温
室
(
高
さ
2
2
0伺

×
巾
2
0
4
伺
×
奥
行
き
2
5
0

m
)
:
・
伊
藤
宮
7
1
8
8
・
3
4

0
7
 

"
回
っ
て
く
だ
さ
い
"

。
無
料
で
事
ピ
ア
ノ
・
:
N
P
O

法
人
A
C
O
B
A
・
槙
宮
7
1
8

1
・
1
2
0
1

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
8
7
1
8

6
・
5
5
0
0
へ
(
月
略
目
休
館
)。

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、 @=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、 右のとおり省略しています。



2007.9.16 (8) iJ a 第 1197号 -・-
全員笑顔でゴール!

4泊5日徒歩の旅 ABIKOチャレンジ・ウオーク

タロハフエスタI~ 6000人ガ来場
8月25日手賀沼公園多目的広場

8月25日出手賀沼公畠
多目的広場で、第2固ア
ロハフェスタinアピコが
行われました。
これは、市内にあるフ

ラダンス団体の相互の受

流と、市民の皆さんにハワイアンを楽しんでもらうために関
~ 催したものです。当日は、市内・外のフラダンスチームによ

るステージ、プ口の演奏・フラダンス、フェスタに向けて頼習してきた子どもたちのフ
ラダンス(写真左)やウクレレの演奏も披露され、約6000人の来場者で賑わいました。 つくは市から我孫子市までの約60kmの道のりを歩き通す、 fABIKOチャレンジ-

ウオーク2007Jが、8月22日制から26日(日)までの4泊5日の日程で行われました。
参加者は、小学5年生から中学2年生までの男女63人(女子5班、男子4班)。 コ

ース、宿泊場所、食事のメニューなどすべて自分たちで決めます。子どもたちは、炊

事やテントでの宿泊、民家の軒先を借りての民泊など、日常ではなかなか味わえない
経験を積みました。ゴール地点のアビスタでは、大勢の方が出迎えるなか、全員が笑
顔で元気にゴールしました。
チャレンジ・ウオークは、自然体験、社会体験を通じて、子どもたちに自主性や協

調性、忍耐力をつけるために歩く旅で、今回で3回目となります。

スポーツ活動の活躍をたたえて
3人にスポーツ功労表彰

市では、スポーツ活動の推進と発展の
ため、スポーツの振興・発展に貢献した

方と、全国大会で優勝などの成績を収め

た個人・団体に対し、 「スポーツ功労表

彰Jを行っています。
今年度は、次の3人の方が遷ばれ、 8

月24日に今関教育長から記念品力鳴られ
ました。
。高橋麻理手さん(写真右)…第4回全日本新体操ユースチャンピオンシップで個人
総合で優勝
。篠藤淳さん(写真中央)…第90回日本陸上競技選手権大会男子3000m障害で優勝
。重田智絵美さん(写真左)…第61回国民体育大会兵庫大会水泳成年女子200mリレ

ーで千葉県代表として優勝
箇教育委員会体育課ft7187・7555

ベストスマイIL貨は柴崎台在住の都路里ぢψ九
歯ッピースマイルフォトコンテスト

アロハフエスタinアピコ (8月25日)のイペン卜のーっと
して行われた、 「歯ッピースマイルフォトコンテストJで、
柴崎台在住の桃木都路里ちゃんが「ペスト歯ッピースマイル
賞(1位)Jに輝きました。

このイベントは、健康的な歯

や歯並びの素敵な笑顔の写真を
募集し、市民が歯の健康づくり
に関Iむを高めることを目的に行

われました。応募者は42人。当
日アロハフェスタに訪れた皆さ
んに投票していただきました。

18農から 71農まで 347人ガ出場
第 2回手賀沼トライアスロン大会

8月26日(日H第21Q1手賀沼トライアス
ロン大会(兼第2固柏市民・我孫子市民
トライアス口ン大会)Jが行われ、スイ
ム1.5畑、バイク40刷、ラン10闘の計
51.5剛に、個人-リレーの部あわせて
347人(18歳から71蔵)が出場しました。
当日、手賀沼の水温は29.6度と高いな

か、全員が完泳しました。
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